
氏名 上野　誠

大学院博士後期課程
担当科目

・
・
・
・

通信教育部担当科目

・神話伝承論（集中）
・
・
・

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

学科主任などを務め、多忙の年であった。大阪南高校や高田高校、一条高校など、多くの高校に
おいて出張授業を行った。

平　成　26　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

東アジア古代学会副会長、全国大学国語国文学会学大会担当委員、上代文学会理事、万葉学
会編集委員、日本文学協会委員（1999-2002、2005～）、民俗芸能学会編集委員、美夫君志会
常任理事、古事記学会理事、国学院大学国文学会委員、日本山岳修験学会評議員

万葉文化論

授業においては、三年前に第一回のＦＤ委員会の公開授業を担当することができたが、昨年度も
批判を受けた点を踏まえて授業改善を行った。

平城宮跡の大極殿復元に関わる委員（国土交通省）や、明日香村歴史文化基本構想策定委員
会の委員を務めた。また、創作では、新作オペラが奈良100年会館で上演され、制作・統括などを
務めた。加えて、新聞紙上にエッセイも発表することができた。一昨年一月よりは、読売新聞書評
委員を務め、月に二本程度の書評を書いている。

1990年3月国学院大学大学院文学研究科博士課程後期単位取得満期退学（日本文学専攻）

博士（文学、文乙第7号）

万葉文化論の方法論の摸索、万葉挽歌の史的研究、折口信夫の方法論の再検討

最終学歴

　【研究上の特記事項】
本年度は、折口信夫論と古代における宴席関係歌の諸問題に対して、論文を発表することができ
た。

専門分野

所属学会

研究課題

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・研究演習（六）（通年）
・東アジア言語文化論（通年）
・

授業科目

学部担当科目

・国文学史Ⅰ（前期）
・国文学史Ⅲ（後期）
・神話伝承論（前期）
・国文学講読（一）（通年）
・演習Ⅰ（一）（通年）
・演習Ⅱ（一）（通年）
・世界遺産学概論Ⅱ（後期）
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③和歌のルール 2014年11月
渡部泰明編、笠間書
院

和歌文学会の啓発書で、学会より推薦
を受け、長歌を担当した。

中央公論新社2015年1月

ＫＡＤＯＫＡＷＡ、角川
学芸出版

講談社

『三田文学』第93巻第
119号秋季号、三田文
学会

和田萃編、田原本町
記紀・万葉事業実行委
員会監修『古事記と太
安万侶』、吉川弘文館

2014年11月

『季刊　明日香風』第
130号、古都飛鳥保存
財団

『現代思想（五月臨時
増刊号）』第42巻第7
号、青土社

『日本文学』第63巻第5
号、日本文学協会

『國學院雑誌』第116巻
第1号、國學院大學

『日本文学論究』第74
冊、國學院大學國文
學會

2015年1月

2015年3月

研究業績[著書、学術論文等]

①万葉びとの宴

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

講談社2014年4月

戦後の古代文学研究を学史的に回顧
したシンポジウムの報告。

國學院大學で行われた万葉研究の特
色についての座談会を踏まえた創作。

『高見順日記』にみる折口信夫の記述
について、新見を提示した。

酒宴歌謡の表現上の特色について論
じた。

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

③

①（座談会）万葉集と隣接科学

（その他）

②初春講談、日本初『万葉集』
全口語訳の由来、小田原の一
夜―國學院大學國文學會百周
年讃―

（学会発表）

①大和と世界帝国を結んだ遣
唐使、随想風に

②折口信夫、「アラヒトガミ事件」
再考

宴の場の復元に関する研究の方法論
を論じた。

⑥「この御酒は我が御酒ならず
―古代酒宴歌の本願―」

①

②折口信夫　魂の古代学

④天平グレート・ジャーニー―
遣唐使・平群広成の数奇な冒
険―

⑤日本人にとって聖なるものと
は何か

②

⑤「高見順の見た折口信夫―
「かっこよさ」の秘密―」

万葉宴席歌の特質について論じた。

③「宴の場を歌集から復元する
ことは可能か―『万葉集』巻十
九の四二二九～四二三七―」

④「山科御陵退散歌再考―不
足、不満の抒情―」

2014年10月
『國學院雑誌』第115巻
第10号、國學院大學

解釈研究史上、問題のある番歌につい
て、新解を提案した。

折口信夫の伝記研究。

遣唐使をめぐる小説。

2014年4月

2014年4月

2014年5月

2014年11月

近年の遣唐使研究の一斑を明らかにし
た。

折口信夫研究では著名な事件につい
て、検証を行った。

古代文学における神と自然の古代学。

2014年9月

2015年1月


